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康時代のものではなく、実際Kは寛永五年（ 1628）から寛永九年（ 1 6 
3 2）の間K作製されたと考えられるので、とれを「寛永駒育園jと名づナ
て、考察の基準としたい（注2、第1図｝。
































































天保駿府図 駿府独案内（天保13年｝ 苅；長13年（ 1842)
幕末駿府図 駿府名勝一覧之図（慶応4年｝ 安政6～慶応4( 185 4吋 8)












































































天守建物は、初重約I6間半x1 8間半に対し、高さ I1 8尺であり、江戸
城慶長時天守が、天守台が高さ 8Fa'l.天守建物が初重 20間四方に対し高さ
-6ー
















































































あたりがちょうど 20 m、験府城附近はとれより 2～3mほど高い。新通五









十月から十二月まで、なよび援長十五年（ 1 6 I 0 ）から寛永十二年（ 1 6 
























さは 24 0尺前後、すなわち約73mの高さとなる（注25 ）。
との大天守がζの寸法で建てられたとすれば、新通五丁目からの仰角は

















































































































































代に中村栓はない）、中島主税信輿は寛政十三洋（ l 8 0 0 J三月K着
任してなり、次の目代中島俊蔵信省の就任は文化十三年（ 1816）一





を継いえ 「寛政重修諸家諮JUてよれば、長良は明和元年（ 1 7 6 4 ) 

























































十一月に着任している（同上.p 22 8）。徳音院は正保三、四年（ 1 6 


















































している（「市史・第四巻、pp5 5 9-561 ）。 ζの旧物産陳列所という
のは明治十二年に県庁構内κ設けられたもので、明治二十二年七月から







ないが、二十二年は戸数 7,6 6 4、人口 37,681で、以後二十相tは
一20-
年々戸数平均12 0戸、人口平均19 0人程度ずつの増加である。さか
のぼって明治初年の記録では、明治三年に戸数4,5 6 5、人口20, 7 25、
明治五年K戸数5,67 6、人口 23, 3 7 8、明治七年κ戸数5,60 7、
人口25,2 2 8であ久はるかに少念い。明治二十年までの年平均増加







（注 9) 「静岡市史・第一巻JP£85～9 7. 
（注10) 同上、PP.242～24 3.
（注11) 同ム P.292.
（注12) 向上、PP.678 ：：，~ よび 816、 「家忠日責措11.1
（注13) 同ムPP.816～820. 
















称 形式 天守台広さ ノヰ高.（：－＂守-PE弐l 泊、 建物高さ 年代
松本城天守 六重五層 5 0尺×57尺 2 6尺 8 3.4 4尺 慶長 2 
広島城天守 五重五層 8 1尺X? 37.6尺 8 8.3 7尺 慶長 4 
姫路城大天守 七重五層 約66尺X96尺 4 9尺 11 5.4 4尺 慶長 14











（注16) 「静岡市史・筏一巻Jpp 82 4～83 0. 
（注17) 「貨幣秘録」
「静岡市史・第一巻JP旦760～763、 7 71～7 72. 

























（注21) 天守閣は追手前の地盤面より 44 m、追手前は新通五丁目よ ！？ 3 
悦高l/'.Iとする。簡単念正切計算により t d-__!i土豆＝ 0.0 313 3 、 an 1 50 0 
から仰角d= 1°48’と在る。梅屋町・上石町の境からは陸離850mあ
4 4+1.5 k 標高も 1.5 mほど上るとして、 tan ft＝一宮τ万一＝ 0.0 5 3 5 3 か
ら1.il角β＝3。04＇’と念る。
（注zuZ蓄士山の仰角の計算ては地表面の湾出を考慮K入れた。地球の半
径を6,3 7 0 Kmとすれば、富士山までの距離54. 4Km vc対する中心角は
- 23ー
2 9’ 4~ 静岡Uてないて海面K切する水平面が切り港す富士山裾野の高
29’4”一さは54. 4 KmX ta n一一三一一一 233m。 つまり海抜3,7 7 6 mの富
士山の下端233mは水平線下Kかくれることに念る。したがって標高
2 0悦の台地から見え富士の仰角rは、 tan r=3776ー（ 2 3 3十20)
54400 
= 0. 0 6 4 7 6から r=3°42’と念る。













（注 25) 算定の根拠t丈江戸城天守台の 35mX39悦の広さに対して天
守建物14 8尺である。駿府城寛永時天主台の47悦X53悦は縦横比も
ほぼ等しいから、 3割強大きい20 0尺を想定しでも bかしくない。し
かし技術的Kはただ比例的K高くするよタは、高さをやや抑える可能性
が大きいし、名古屋城に見られるように天守台上端の大きさと天守建物
の高さを等しくとる可能性もある。そうすると 17 0尺から 18 0尺ぐ
らいが最も妥当な高さと考えられる。
（注 26) 注 21 と同様の計算による。天守閣は追手前の地盤面より 73悦
7 3 + 3 追手前は新通五丁目より 3m高いとする。 tan a＝τ：ττ0= o. oso6 6 
から仰角a=2。54’と在る。梅屋町・上石町の境からの仰角は、
- 24-













慶一 臨む組 ’E I図寛永厳府図（林顕三氏蔵林信友模写の地図による｝
-Zl -
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三z、 ・町二「，・I, I 「÷1~ 
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